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１．はじめに

　保育士や幼稚園教諭を養成する保育者養成課程で学
ぶ学生（以下，保育学生とする）の子どもに対するイ
メージ（以下，子どもイメージ）を客観的に把握する
ことは専門教科教育や保育所・幼稚園実習事前指導
の指導内容を検討する上で有益な情報を得ると考えら
れる。これまでの子どもイメージに関する研究・調査
は「子ども観には，それまでの子どもと関わる体験の
有無とその内容，成育過程の影響を受け，その結果が

子どもへの関わり方・接し方，種々の問題解決への取
り組み方と関連がある」（市江，1992）と報告されて
いることから，看護教育，特に小児看護の分野で子ど
もイメージ尺度や対児感情尺度を用いて数多くの報告
がある。看護，小児看護に関する専門教育による子ど
もイメージの変容，保育所や幼稚園での健常児を対象
とした実習，小児病棟等での病児を対象とした臨床実
習を通しての子どもイメージの変容，看護学生とそれ
以外の分野を専攻する学生との比較などがなされてい
る。その多くの研究が子どもイメージの調査尺度が意
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味微分法（Semantic differential Method，以下SD法
とする）あり，井上ら（1985）により報告された「子
ども観」が客観的に把握できる51の形容詞対が多用さ
れている。この方法は「明るい－暗い」｢やわらかい
－かたい｣など51組の形容詞対に多段階（本研究では
７段階）から調査対象者が該当するイメージを回答さ
せ，その値を得点化する。
　本研究の調査対象となったA大学は，四年制保育者
養成課程であり，２年時に保育実習ⅠB（施設）と保
育実習ⅠA（保育所），３年時に幼稚園教育実習と保
育実習ⅡまたはⅢを履修する。そこで，A大学の３年
次学生を対象に幼稚園教育実習前および後に子どもイ
メージを調査し，その変容を検討した（古田，1013）。
幼稚園実習前，女子学生に比べ男子学生の実習前の得
点が低かったが実習後は男子学生の方が高値を示し，
上昇幅が大きかった。また，調査対象となった保育学
生の多くは，幼稚園実習後においてイメージ得点が
下降せず，維持または上昇していた。しかし，幼稚園
実習では３歳以上児を対象として主に教育により子ど
もとの関わりをしたが，保育所実習では，０歳児の乳
児から３歳までの未満児を含め養護と教育を通して子
どもと関わることとなり，実習内容が異なる。そのた
め，保育学生は保育実習後において幼稚園実習後とは
異なる子どもに対するイメージが形成されるのではな
いか，と予測される。
　そこで，本研究では，幼稚園実習に引き続き保育実
習Ⅱ事前指導及び保育実習Ⅱによる子どもイメージが
どのように変容するかをSD法により検討することを
目的とした。

２．研究方法

（１）調査対象者
　対象者は，岡山県A大学の保育士・幼稚園教諭養成
課程３年次に在籍する保育・幼児教育専攻学生42人

（男子学生13人，女子学生29人）とした。
　なお，本研究の対象学生となった保育学生は３年次
学生であり，既に２年次に保育実習ⅠB（施設）と保
育実習ⅠA（保育所），３年次前期に幼稚園実習を履
修した学生であった。

（２）幼稚園実習内容
　１） 実習期間：平成26年２月の10日間
　２） 実習内容：指導実習（半日実習及び全日実習を

含む）
（３）調査方法

　１）調査は，保育実習Ⅱ事前指導の初日である平成
25年９月に１回目調査を実施し，対象学生の全
員が実習を終了した平成26年２月に実習後の２
回目の調査を実施した。調査は，質問用紙を配
布した後に回答方法の説明を行い，回答終了後
にその場で直ちに回収した。

子どもイメージ調査の流れ
幼稚園実習前調査Ⅰ（平成25年８月）→幼稚
園実習（９～10月）→幼稚園実習後調査Ⅱ

（平成25年９月）→保育実習Ⅱ事前事後指導
（15週間）→保育実習Ⅱ→保育実習後調査Ⅲ
（保育実習Ⅱ事後指導にて実施）

　２）質問項目：市川ら（2009）や細野ら（2009）が
看護学生の子ども観を調査した方法を用いた。
つまり，井上ら（1985）が子ども観の測定に有
効とした51組の形容詞対を用い，それぞれの形
容詞対の質問項目に対して，７段階の評価尺度
から選択させる方法である。「明るい－暗い」
などの51組の形容詞対の質問項目について最も
肯定的イメージであれば７点，最も否定的イ
メージであれば１点と選択させた。

　３）分析方法
　　　　調査対象者となった保育学生の個々から得ら

れた51組の形容詞対ごとの総得点平均値である
子どもイメージ得点（以下，子どもイメージ得
点とする）と51組の形容詞対の質問項目ごとの
平均値（以下，質問項目別得点とする）をそれ
ぞれ集計し，平均値及び標準偏差で表して分析
の対象とした。

　４）倫理的配慮
　　　　調査を開始するにあたり，本研究の手順と主

旨を口頭及び文書にて説明した。特に，回答の
義務と個人情報に関しては，回答は義務でな
い，回答は途中であっても中止できる，回答し
ないことによる不利益はない，回答による個人
情報は守られ，研究成果として公表するにあた
り個人が特定されることはない，と説明した。
その後，同意が得られた対象者のみ質問紙に回
答を記入した。

（４）統計処理
　質問紙調査により子どもイメージ得点と質問項目別
得点の平均値と標準偏差を得た後，保育学生の保育実
習Ⅱの前後で得点平均値に差が認められるかは対応の
あるt検定を用いて検討した。統計処理にはエクセル
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統計2000を用いた。

３．結果と考察

　本研究は，SD法を用いて保育学生の子どもに対す
るイメージが幼稚園実習（20日間）と保育実習（10日
間）によりどのように変容するか把握し，その結果を
保育と幼児教育の専門教科教育に役立てることを目的
に実施した。
１ ．幼稚園実習・保育実習Ⅱの前・後の子どもイメー

ジパターンの変容
　図１は，幼稚園実習前，幼稚園実習後（保育実習Ⅱ
前）及び保育実習Ⅱ後の子どもイメージ得点のパター
ンである。幼稚園実習と保育実習Ⅱの前後では同様な
パターンの傾向を示し，幼稚園実習の前と後，及び保
育実習後に質問項目得点に統計的な有意差は認めら
れなかった。つまり，２つの実習の前後で保育学生
の子どもイメージは同様なパターンを示し，特に得点
の上昇と下降が認められる質問項目は見られなかった
といえる。保育実習と幼稚園実習ではいくつかの差異
がある。つまり，実習での対象児では保育実習では０
歳児から６歳児までを対象とするのに対して，幼稚園
実習では３歳以上を対象とする。また，実習の目的で
は幼稚園実習では教育に重点が置かれ，教諭の援助を

学ぶのに対して，保育実習では養護と教育における保
育士の配慮を実践的に学ぶ。そして実習期間では保育
実習がⅠA（保育所）とⅠB（施設）でそれぞれ10日
間の計20日間と保育実習Ⅱで10日間となっているのに
対して，幼稚園では連続して20日間となっている。し
かし，これらの違いがあるにもかかわらず本研究では
子どもイメージ得点に有意差は認められず，高値を維
持していた。保育園や幼稚園での実習により子どもイ
メージ得点が上昇したとの報告もあるが，本研究では
有意な上昇は認められなかった。その理由として，実
習前の段階で子どもイメージ得点が既に高いレベルに
あったためと考えられる。

２．子どもイメージ得点平均値の変容
　保育学生の幼稚園実習前・後および保育実習後の
SD法による子どもイメージ得点を表１に示した。保
育学生の幼稚園実習前得点（5.38±1.50）と幼稚園実
習後得点（5.47±1.38），保育実習後得点（5.47±1.38）
には統計的な有意差は認められなかった。
　これまでの１年から３年次２月までの専門教科教育
および保育実習ⅠA（保育所）と保育実習ⅠB（施設）
及び幼稚園教育実習により子どもイメージが肯定的に
なっていたため保育実習Ⅱ後で子どもイメージ得点に
有意差が認められなかったと考えられる。

図１　幼稚園・保育園実習前後のSD得点パターンタイトル

表１　幼稚園・保育所実習後の子どもイメージ得点の変容

　 実習前 幼稚園実習後 保育実習後 有意差

全保育学生 mean 5.39 5.47 5.41
ｎ.ｓ.

n=42 SD ±1.53 ±1.39 ±1.51

男子学生 mean 5.29 5.51 5.24
ｎ.ｓ.

n=13 SD ±1.58 ±1.33 ±1.53

女子学生 mean 5.42 5.48 5.45
ｎ.ｓ.

n=29 SD ±1.50 ±1.43 ±1.50
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４．まとめと今後の課題

　本研究では，幼稚園実習に続けて保育実習Ⅱにて幼
児と関わることで保育学生の子どもイメージの変容
をSD法により検討することを目的とした。その結果，
次のことが明らかとなった。

（１） 本研究で調査対象となった保育学生の子どもイ
メージ得点平均値は保育実習Ⅱの前後で有意な
変容は認められなかった。

（２） 有意差が認められなかったのは３年間の専門教
科の学習や保育実習と幼稚園実習などにより子
どもを肯定的に捉えているため，実習前得点が
すでに高値であったためと考えられる。

５．付記

　本研究は，平成26年度環太平洋大学学内特別研究費
の助成を受けて行われた。また，本研究の一部は，日
本保育士養成協議会　第53回研究大会にて発表した。
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